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松村勝弘

鈴木宗男問題

鈴木宗男議員の証人喚問を見ていて，はた

と考えるところがあった。これって今の日本

の，あるいは戦後日本の縮図ではないのか，

ということだ。日本という国の品格に関わる

問題だと思う。

北方領土と土建・利権 証人喚問で明らか

になった最大の問題は，鈴木宗男議員という

議員が日本ではなく，むしろロシアの利害を

代表し，私益を追求していたということだ。

北方四島を日本の領土と考える日本政府の考

え方と全く相反する現状固定化の上で，援助

をし，そこに建造物を建て，それを建設業者

に任せ，利権を得る，これが鈴木宗男議員の

やり方だったことが明らかになった。北方四

島を政策的にどうすべきかは措いて，問題を

考えてみると次のことが明らかになる。日本

の国益を図るのではなく，ロシアの国益のた

めに北方四島に建物を建てる。その過程で経

済的利得を得る，というものだ。では，これ

は北方だけだろうか。

対米問題と経済問題 日本の国益を捨て

て，ロシアの国益のための行動をとって，私

益を得る，これが鈴木宗男議員の行動原理で

あった。けれどもそれは鈴木宗男議員だけで

はないだろう。多くの日本の政治家が行って

いるのは，日本の国益を捨てて，アメリカの

国益のためになる行動を行って，それで私益

を得る。経済的利益を得る。そういう行動を

とっていないか。それは政治家に限らないか

もしれない。独立国に外国の軍事基地がある

というのは，本来は，異常である。その異常

を異常とも思わず，米軍基地をおいて，思い

やり予算で駐留経費まで分担して，有り難く

米軍基地をおし戴き，その代わり経済的交流

で儲けさせてもらう。これが日本の対米関係

ではないのか。

しばしば， 年頃までの日本の政治・経90

済を揶揄して，経済一流，政治は三流という

ものだった。あるいは，経済優先外交という

ものだった 外務省もその路線で動いていた。 。

日本人がエコノミック・アニマルと評されて

いたことを思い出す。プライドを捨てて経済

的利益を得る，というのがそこでの含意だ。

名を捨て実を取る といえば聞こえはよいが， ，

日本人の品格が疑われたものだ。その行き着

く先に，国益より私益を優先するという行動

様式がでる。

実のところ，私とて，戦後の日本人の典型

であるから，私益優先の風潮の洗礼を受けた

人間だ だからよくわかるのである しかし。 。 ，

それでは世界では信頼を得られないだろう，

そういうことがよく分かってきた。遅まきな

がら。日本の一部（？）政治家にはそこがい

まだに分からないようだ。経路依存だ。変わ

らない。変化対応できない。成功体験にあま

りにも寄りかかっている。

土建体質 米ソ冷戦時代とは環境は大きく

変わってきている。にもかかわらず冷戦構造

と同じ思考様式を続けている，とはよく言わ

れることだ。変化対応ができない。日経ビジ

ネス今週号（３月１１日号に地方公共団体の

土建体質が取り上げられている。一旦やると

決めた事業を途中で見直すことができない様

子がよく分かる。一旦決めたら突っ走る。そ

して，赤字を垂れ流す。そういう公共事業が

多い。かつての成長期同様に将来の需要増加

を見越して，道路をつくってしまう。できた

道路は閑古鳥が鳴く。北海道の高速道路は自

動車より熊の方が多いと誰かが言ったら，そ

れにかみついたのが鈴木宗男議員であった。
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公益優先か私益中心か，理念か利益か 私

など自己反省しなければならないのだが，理

念より現実的利益を重視してきた面がないわ

けではない。そういう風潮のなかで育ってき

た。それはそれでよい。問題はそこから紙一

重で，公益より私益を優先しがちになるとい

うことである。理念をお題目にすぎないと切

って捨てていたきらいもある。私など戦後日

本の左翼の行動様式に義憤を感じ，そんな生

意気なことを言っていたことを思い出す。

仏作って魂入れず，理念を先行させている

ように見えるが，実は利益を優先していると

いう事例があまりにも多いことも事実だ。そ

ういう左翼の行動に反発したものだった。だ

からといって理念はどうでもよいということ

にはならない。この辺りのかねあいが実に難

しい。

先の鈴木宗男議員の場合，北方領土返還な

る理念を食い物にして利益，それも私益を優

先していたという最悪のケースである。

加藤問題 同じ自民党の加藤紘一元幹事長

の秘書が逮捕された問題は，さらに深刻だ。

同氏は改革派でクリーンなイメージがあった

だけに，あの加藤氏がカネまみれだったのか

と，がっかりした人が多いのではないか。問

題は，だから，明らかに構造的であるといわ

ざるをえないことである。自民党的なるもの

であると同時に，戦後日本的なるものかもし

れない。政治に金がかかるのは事実だろう。

アメリカだってそんなきれい事ではない。し

かし，こう次から次へと疑惑が出てくると，

うんざりする。そこで最初に書いたように，

経済一流，政治は三流ということが決して自

慢できるものでないだけでなく，その三流の

政治に翻弄されているのが今の日本経済だと

思う。しかも，経済優先に問題点もある。エ

コノミック・アニマルは決してほめられてい

るのではなく，蔑視の言葉である。

日本の政治が信頼されないのは，そういう

経済優先，理念置き去りのためである。北方

領土返還は単なるメンツにすぎない，経済交

流が大事だ，といいながら私益を優先する鈴

木宗男議員の言動は，その意味で戦後日本の

悪い部分のデフォルメである。その上加藤議

員の疑惑も浮上してくるなど やりきれない， 。

青臭さの必要 正義などというと青臭いと

言われるのが，最近の日本の風潮だ。建て前

と本音。戦後日本では建前は重視されず，ホ

ンネが行動の指針であったようだ。でも，そ

れでは信頼もされないし，かえって経済も危

うくなる。それが今の日本ではないのか。以

前紹介した，寺島実郎『 正義の経済学」ふ「

たたび』は，そのあたりを意識しているので

あろう。

こういうことを書いてきて，先ほど経済学

部の特任教授小野進先生と会って話していた

ら，全く同じ事を仰った。青臭さが失われた

ら大学でない。今の日本の大学はそういう雰

囲気ではない。まさにそう思う。で，私はさ

らに言った。学生が青臭くないのは大人の世

界がそうだからではないですか，と。その通

り，という答。

私も以前書いたが 知識人のレベルの低下， ，

責任，を小野先生も指摘されていた。寺島実

郎氏というビジネスマンですら ああいう 青， 「

臭い」議論を展開されているのに，大学人で

それを言う人がいない。全くその通り。かつ

ての立命館大学ならそんなことを言う人がい

っぱいいた。ま，少し偏向していたかもしれ

ないが。それなのに，今は誰もそういう話を

しない。どういうわけだろう。私は４月から

の大学院改革で必要なのは，スキルとフィロ

ソフィーだと人にも言ったが，あえてフィロ

ソフィーといったのは，こういうことなので

ある。政界，官界，産業界，学界，どこを見

回しても権力志向ばかりが目に付く。正義は

どこへ行ったのだろう。

メールを見て下さい。又何でも意見を。

皆さんの意見を歓迎します。また，メ

ー ル で 意 見 交 換 し ま し ょ う

（ 。メールをmatumura@ba.ritsumi.ac.jp）
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